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2． 大学院JABEEの現状 と課題

大島　敏久

大学院修士課程JABEE認定プロ グラム の 開始

　教育シ ス テ ム のJABEE （日本技術者認定機構）の 認定

は大学の学士課程の理工系の 学部，特に工学部や農学部

を中心 として，2001年度よ り開姶 された．以来 2009年

度ま で の 9年間に 424プ ロ グラムが認定され，また継続

された プ ロ グ ラ ム も多数に 上 る．そ の結果 認定プ ロ グ

ラ ム の修了生は 2009年度 に は 12 万人を超 える こ とが予

想され る，こうし て第2世代に入 っ た学部のJABEE認定

制度に比較す ると，大学院 の 認定制度 の整備はかな り遅

れた と言わ ざる を得ない．2007年度に初め て 2プ ロ グラ

ムが認定され，2008年度 に認定され た 2プロ グラム を合

わせ て も，こ れ まで の とこ ろ 4 プ ロ グラム が認定さ て い

るに過 ぎな い （表1）．こ の ように 大学院 の JABEEプ ロ グ

ラ ム へ の 認定の 申請件数は学部の そ れ と比較する と非常

に 少 な く遅れて い るが，その 理由 として は，まず学部 の

教育プ ロ グラム が整 っ て軌道にの る まで は大学院教育の

改革にまで手が 回 らな い とい う現実が主な もの と推察さ

れ る，しかし，中央教育審議会か ら2005年9月に 「新時

代 の 大学院教育
一

国際的 に魅力あ る大学院教育の構築 に

向けて一
」 の答申が 出され，こ の中では  r大学院教育

の実質化」 として教育の課程 の組織的展 開の強化，お よ

び  「国際的な通用性，信頼性の向上」 として大学院教

育の 質の確保 の 2点が基本事項 と し て 示 さ れ た．「大学

院教育 の 実質化」 の 具体的な課題例 として 表 2 の 事項が

挙げられ て い る．また，「国際的な通用性，信頼性の 向

上」を図るた めに大学院評価の確立に よる質の確保が急

務で あ る こ と，そして大学院 の教育研究機能の 改善に よ

る世界規模で の競争力の強化を図 る こ とが重要視さ れ て

い る．こ れ ら は，日 本技術者教育認定機構 に よ る 大学院

修士課程の JABEEプ ロ グラ ム認定制度の視点 と経過 と

軌を
一

にする ものであ っ た こ とから t 大学院にお ける教

育の質 の 保証 を確保す べ く，jABEE認定に向けて の体制

が整備され，2007年度に最初の プ ロ グ ラ ム の認定 が なさ

れたわけで ある．今後，大学院JABEEプロ グラムの認 定

表1．大学院修士 課程認定プロ グラ ム （JABEEの HP か ら抜粋）

高等 教育 機関 名

静 岡大学 大学 院 　工 学研 究科

龍谷大学大学院　理 工 学 研究科

千葉大学大学院　工 学研究科建

築。都市科学専攻 建築学 コ ース

早稲 田 大学 大 学 院 　創 造 理 工 学

研究科建築学専攻

プ ロ グラム名

物 質一rl学専攻 化学 シ ス テム

工 学コ ース

物質
．
匸学専攻化学

建築設計 ・計画プ ロ グ ラム

建 築芸 術 分野

表2，新時代の 大学院教育
一

国際的 に 魅力ある 大学院教育の構築

　　に 向 けて
・一

の 答 申に お け る大 学院 教育 の 実質化 （文部科学省

　　のHP の 内容を
一
部ア レ ン ジ）

  人 材養成 の 目的，教育目標の 明確化 と体系的 な教 育の 課程

　 の 編成 と適切な教育
・
研究指導の 実践

  産業や職業分 野等も 社会の ニ ーズ を 踏ま え た 上 で 修了者 が

　 高度な産業社 会で評価 され る 教育の 実施

  学修プ ロ セ ス の管理 ・指導技術等教 員の研究指導能力の涵養

  量的拡大の 進行 に対応する教育 。研究指導の 体制 ・環境の

　 整 備

  多様な経験 の 蓄積に資す る学 生 教員の 流動性の 拡大

  優秀な学生 の 進 学の た め の 修学 支援の 充実 大学院の 評価

　 シス テ ムの確 立

  学部 へ の 過 大 な依存 か らの脱 却 を含 め た施 設 ・設備 の 全学

　 的な マ ネ ジ メ ン トの充実

を受け る こ とは，大学院教育 の 実質化 と国際化の 実現を

図る うえで 1 つ の有力な回答とな りうる と考え られる，

また ，理 工 農系学部 で は，多 くの学生が大学院 へ 進学す

るため に 6年間
一環教育へ の関心が高ま っ て い ることか

らも，学部 に お い てすで にJABEEプ ロ グラム を実施して

い る とこ ろ で は，大学院jABEEプ ロ グラ ム の認定 へ の取

り組 み が強化され る こ とは必然で あ り，そ の 結果，今後

大学院の JABEEプ ロ グラ ム謬定の 申請数は増大す るも

の と予想 で き る．
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大学院修士課程JABEE認定 ：その特徴

　大学院修士課程の プ ロ グラ ム のJABEE認定は，2年間

とい う学習時間を標準 としたプロ グラム を対象とし，学

士課程 の プ ロ グラム とは別に行われ る．当初認定 は，

JABEEの 大学院委員会 を中心 に行われ て い たが，2009

年度に お け るJABEEの
一
般社団法人化に伴 う組織体制

の見直し に よ り，従来の大学院委員会が 解消さ れ，学士

課程と同様に分野別審査委員会と認定 ・審査調整委員会

が修士課程の 認定審査を実施するよ う変更になっ た，大

学院修士課程にお い て学士課程と大き く異なる点は，修

士論文研究が カリキ ュ ラム で 占める重要性をどう評価す

る か とい う点で ある，また，大学院の プ ロ グラ ム修了生

には学士課程 のJABEEプロ グラ ム 修了生に認め られて

い る 「技術士
一
炊 試験の免除」 の ような特典はな い ．し

か しなが ら，プロ グラム を設定 し，認定 を受け，実施と

教育改善を進めて い くため に は，上記の よ うに新時代の

大学院教育の 推進に よ る大学院教育の 実質化 と国際化を

図る とい う強い 動機付けが重要とな る．

　 次 に，認定 の 具 体的な基準に つ い て概略を説明する，

学士課程に比較する と基準は，より高度な技術者 （研究

者を含む）の育成 を目指す もの として設定されて い る．

その構成は学±課程の 基準の場合とほぼ同様で あ る．た

だし，学士課程の 「基準 2　学習 ・教育の量」 とい う項

目が大学院の基準に はない ．基準は  前文 と学習 ・教育

目標 の 明確な設定 と公開   教育手段   教育環境， 

学習，教育 目標の達成，  教育改善の 5項目か らな る．修

士課程 プロ グラム では，「学習 ・教育の 具体的な量」とし

て 2年間で 62 単位以上 に相当する こ とが求め られ て い

る，まず基準 1 で は，社会的責任を理解して，国内外で

人 々 の福利に貢献でき る高度な技術者の 育成を 目的とし

て，以下 の a）〜e）の 5項 目が設定され，広 く公開され

る こ ととな っ て い る．具体的には Ja ）プ ロ グラム 当該技

術 分野 の原理 ・ 原則に対する 深 い 知識 と応用力，b）関

連分野などに関する 幅広い 知識 と認識 c）技術的問題の

分析 と課題の 設定 ・ 解決力，d）文献 ・実施調査，仮説

の設定 と検証能力などの能力，e）コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン や

リーダー
シ ッ プ能力などの社会 ・人間関係 ス キル とな っ

て い る．基準 2 の教育手段に関する項 目は入学，編入学

の具体的な実施方法 カ リキ ュ ラム や シ ラバ ス，教員と

教育支援体制などに関し て の もの で ある．基準 3 の教育

環境の項 目では施設 ・設備，財源，学生支援体制，基準

4 の学習 ・教育目標の達成では，科目ごとの 目標達成度

の評価，各学習 ・教育 目標達成度の 総合評価に関する こ

と な ど，基準 5 の 教育改善の 項 目で は，教育点検と継続

的改善に関す る 基準が 挙 げられ て い る．また補則 の分野

別要件 として，主 に 学習 ・教育 目標に関する もの と，教

員 （団）に関する もの があ る．

　 2GO9年度か ら学士課程の基準では 「基準 2 学習 ・教

育の量」が全面改定されたほか，基準 3〜5の
一

部が改定

されたが，修士課程の基準の改定はない ．ただし，学士

課程にお い て審査 ルール の
一

部が改定され，これ らは修

士課程 に も共通であるため，修士課程用 「認定 ・審査の

手順 と方法」が
一
部改定された，

お わ りに

　先に も述べ た ように，我が国に お い て大学院JABEEに

対する取り組み は始ま っ たばか りで未だ関心が高い とは

言 い がた い ．しか し，2005年に 出された中央教育審議会

か らの 「新時代の大学院教育一国際的に魅力あ る大学院

教育の構築に向けて
一
」の答 申以降，大学院教育の実質

化と国際的な通用性 　信頼性の向上を目指し大学院教育

の さまざまな改善 の 取 り組み が始ま っ て い る．また．文

部科学省に お い て も関連プ ロ ジ ェ ク トへ の財政的な支援

が始 ま っ て い る．特に，課題の多い 大学院博士課程の 教

育や学士課程の 教育 と関連 して，修士課程の 教育改善が

現在急務とな っ て い る，こ の よ うな現状に お い て，大学

院修士課程の JABEE認定へ の取 り組 みは現実的で非常

に有効性が高い もの と考えられる，生物工学分野とそ の

関連分野で の 大学院 JABEE認定 はまだな い が，2009 年

度以降，この 分野の新時代の大学院教育へ の突破口 を拓

くため に も，大学院修士課程JABEE認定へ の 積極的な取

り組 み がなされ る こ とを願 うもの で あ る．
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